
安倍晋三元首相への銃撃に抗議し
暴力、テロ行為を許さない社会を求めます

　安倍晋三元首相が、７月８日午前１１時半頃、奈良県奈良市の近鉄大和西大寺駅前で、参議

院選挙の応援演説中に後方から銃で狙撃され、その後亡くなりました。安倍晋三氏に、心から

の哀悼の意を表します。

　報道によると、容疑者は母親が信仰する宗教団体に恨みがあり、宗教団体と関わりの深いと

いわれる安倍晋三氏を狙ったと供述しているといいます。私たちは、どのような理由があろう

とも、暴力による意思表示、人の命を脅かす行為に、断固として反対します。今回の暴挙は民

主主義の否定であり、いかなる暴力、テロ行為も許されません。事件の真相究明を求めるとと

もに、犯人の公正な取り調べを求めます。

　他方、安倍晋三氏には、森友学園問題、加計学園問題、桜を見る会疑惑など、政治とカネの

疑惑が残されています。また、安倍晋三氏は、違憲の特定特定秘密保護法、安保法制、共謀罪

の制定など、国民の人権を抑圧する政治をおこなってきました。政治を私物化した安倍晋三氏

には、政治責任、刑事責任も問われています。安倍晋三氏の逝去で、これまでの立憲主義、民

主主義をないがしろにした彼の行為を免罪することは許されません。

　今後、この事件を利用した、安倍晋三氏の政治に対する批判への弾圧が予想されます。私た

ちは、悲劇を利用して、言論弾圧、暴力を容認する国政、監視社会化、個人の人権の制限など

がおこなわれてはならないことを断言します。

　今回の暴挙に強く抗議するとともに、いかなる暴力、テロ行為を許さない社会を求めます。

私たちは、言論、表現による、憲法改正と「戦争する国」を許さないたたかいを強めていくこ

とを決意します。
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